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《陸前高田市管理：第１種漁港》
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１ 事業の目的 
  まちづくり総合計画に掲げる基本政策「水産業の振興」のうち、基本事業の方向としている「資源管理型漁業の推進」を図
 り、恵み豊かな広田湾の資源を最大限に活用することで、将来に渡って持続可能な漁業を推進することを目的に、ウニ・ナマ 
 コ畜養事業を実施するもの。また、ウニ移植に伴い磯焼け箇所のウニ密度の減少及び藻場の回復を図るもの。 
２ 事業の概要 
  ⑴ 事業期間  令和４年度から 
  ⑵ 事  業  費 令和４年度
          市単独業費 6,884千円（令和４年度決算） 
          ・漁港改修工事費 4,642,000円（請負者：㈱明和土木）増殖礁1式、給餌場1式、立入禁止柵1式他
          ・畜養事業委託費 2,242,616円（受託者：広田湾漁協）移植用ウニ、稚ナマコ、貝藻くん購入費他 
         令和５年度 
          市単独事業 2,809千円（令和５年度決算）
          ・漁港改修工事費 1,792,450円（請負者：㈱橋野潜建）増殖礁1式、ｳﾆﾌｪﾝｽ1式、汚濁防止ﾌｪﾝｽ撤去他  
          ・畜養事業補助金 1,016,583円（補助金交付先：広田湾漁協）移植用ウニ、稚ナマコ、貝藻くん購入費他
  ⑶ 財  源  Ｒ４：陸前高田がんぱっぺし応援基金（ふるさと納税）、Ｒ５：東日本大震災絆基金繰入金 
３ 蓄養施設の概要 
  ⑴   所 在 地 陸前高田市気仙町町字双六７９番地地先 
  ⑵ 増 殖 場  A=1,360㎡ 
  ⑶ 施設概要 ウニフェンス(H=70cm) ①L=90m(防波堤沿),②L=30m(ブロック外側),③L=60m(増殖場中間)、給餌場 １基、
          異形ブロック（１ｔ型、静穏度向上対策、藻場及び魚礁）30個、貝藻くん12 基（藻場及び魚礁）他
４ 畜養の概要 
       ⑴ ウ ニ 蓄 養 年間約１ｔ（高田海岸人工リーフからカゴ捕りによる移植） 
       ⑵   ナマコ畜養 年間約５千匹稚ナマコ放流（Ｒ４年度は約１万匹放流） 
       ⑶ 給   餌   量  年間約１ｔ（生コンブ、塩蔵ワカメ） 
５ 年度別事業計画 
       ⑴ 令和４年度 市単独漁港改修工事、ウニ・ナマコ畜養業務委託（漁協へ委託） 
       ⑵ 令和５年度 市単独漁港改修その２工事、ウニ・ナマコ畜養事業（広田湾漁協へ市補助金交付）               
       ⑶ 令和６年度以降 広田湾漁協自営事業 
   
 



６ 事業計画平面図
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※移植したウニを移動制限

ウニフェンスの写真
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 CTD：Chl-a，水温，濁度，塩分濃度を測定

JFEアドバンテック社：RINKO-
Profiler

国立高等専門学校機構・仙台高等専門学校
 園田 潤 教授 博士（学術）より借用



・広田漁港後浜地区は広田湾口近くに位置し、
外洋の影響が強いと思われる。それと比較し
湾奥部の漁港は、気温及び日射量の影響に
より夏場は高温に冬場は低温傾向にある。
※夏場は小友浦方面が顕著に表れている。

・貝毒による出荷規制が開始した海水温は
約12℃であった。また、海水温上昇が終了す
る時期に出荷規制も解除されている。

麻痺性貝毒によるホタテ出荷停止期間



・小友浦を除く漁港は、概ね塩分濃度の変化の傾向
が類似している。３月上旬から塩分濃度の低下が始
まり、９月上旬まで低下状態を維持している。気仙川
の水量が大きく影響しているものと思われる。
・小友浦は水深が1ｍ未満なため、小河川の影響を受
けやすく塩分濃度の上下が著しい。
・塩分濃度が低下する期間に貝毒による出荷停止期
間が入る。

麻痺性貝毒によるホタテ出荷停止期間



・クロロフィルa量と濁度は相関性がみられる。
・クロロフィル量の増加と濁度量の増加には１から２
週間のタイムラグがある。
・現地においても夏場は透明度が悪く冬場は透明度
が高いことから上記内容と一致する。
・植物プランクトンの増加が透明度の悪化を招いて
いると考えられる。

麻痺性貝毒によるホタテ出荷停止期間



・ウニは、塩分濃度が低い環境では生息出来な
いといわれている。双六地区は、気仙川の流量
が多い時期には表面海水の塩分濃度が10PSU
程度低下するが、生息限界値まで下降していな
い。→畜養環境として問題ないといえる。



ウニ畜養
カゴ捕りの様子 集荷の様子

移植の様子

【畜養ウニ捕獲箇所】
　高田海岸　人工リーフ（気仙町分）
　L=400m、W=60m、
　水深：-3.8ｍ

人工リーフ 要谷漁港（双六地区）

※透明度が悪く水深が深い条件では、
　カゴ捕りは大変有効であった。

※海水に浸し集荷場所に移動（ウニに過度のストレスを与えない）
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ウニ駆除後の人工リーフの様子 令和５年２月６日撮影（水中ドローン）

ウニの個体はまだ確認できる。約3個/㎡）



集荷の様子（双六物揚場） 集荷の様子（計量）

移植の様子（１個づつ丁寧に放流）

移植の様子
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集荷場所：要谷漁港双六物揚場 単位：kg（殻付き）

番号 地区名 出漁者氏名 7月30日 7月31日 8月1日 8月22日 8月23日 8月24日 合計 累計 平均 備考

1 福伏 A 6 10 33 49 49 16.3 

2 要谷 B 2 5 14 21 70 7.0 

3 〃 C 38 15 104 54 104 315 385 63.0 1

4 双六 D 20 35 29 42 42 35 203 588 33.8 4

5 〃 E 0 37 37 625 18.5 

6 古谷 F 30 25 26 31 70 35 217 842 36.2 2

7 湊 G 19 8 25 88 65 205 1,047 41.0 3

8 〃 H 12 9 21 1,068 10.5 

9 〃 I 15 20 39 17 55 16 162 1,230 27.0 5

10 〃 J 7 11 9 18 17 15 77 1,307 12.8 

11 上⾧部 K 41 44 26 10 20 17 158 1,465 26.3 

12 〃 L 14 16 8 8 8 19 73 1,538 12.2 

13 〃 M 36 20 28 27 31 15 157 1,695 26.2 

合計 221 266 220 282 385 321 1,695 282.5 

累計 221 487 707 989 1,374 1,695 

平均 18.4 20.5 22.0 31.3 42.8 35.7 130.4 

令和４年度 ウニ・ナマコ畜養事業  ウニ採捕集計表
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移植の実績
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※集荷は６回（約1.７t）行い、kg当り300円で漁協が買取りし移植した。
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給餌の様子

自然解凍による給餌（冷凍生コンブ）

人力解凍による給餌（冷凍生コンブ）
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ウニ摂餌の様子
防波堤堤体壁面 防波堤堤体壁面

防波堤堤体壁面 給餌場海底
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双六地区ウニ畜養事業 給餌管理表    
広田湾漁協気仙支所

 

                   

番号 給餌月日 作業時間 給餌場所 給餌量(kg) 備 考 ｳﾆ移植量(kg) ｳﾆ1kg当りの
給餌量(kg)

1 8月1日 9:00 ～ 10:00 要谷漁港双六地区 300塩蔵ワカメ  704 0.4 

2 8月4日 14:30 ～ 15:30 要谷漁港双六地区 450塩蔵ワカメ 704 0.6 

3 8月9日 10:00 ～ 11:00 要谷漁港双六地区 400塩蔵ワカメ 707 0.6 

4 8月12日 9:30 ～ 10:30 要谷漁港双六地区 350塩蔵ワカメ 150
生昆布 200 707 0.5 

5 8月17日 13:30 ～ 14:30 要谷漁港双六地区 350塩蔵ワカメ 707 0.5 

6 8月24日 13:00 ～ 14:30 要谷漁港双六地区 400塩蔵ワカメ 1,695 0.2 

7 8月26日 10:00 ～ 11:00 要谷漁港双六地区 350塩蔵ワカメ 220
生昆布 130 1,690 0.2 

8 8月29日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 300
生昆布 200 1,690 0.3 

9 8月31日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 400塩蔵ワカメ 200
生昆布 200 1,690 0.2 

10 9月2日 10:00 ～ 11:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 300
生昆布 200 1,689 0.3 

11 9月5日 14:00 ～ 15:00 要谷漁港双六地区 450塩蔵ワカメ 450 1,689 0.3 

12 9月7日 10:30 ～ 11:30 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 300
生昆布 200 1,689 0.3 

13 9月9日 10:00 ～ 11:00 要谷漁港双六地区 500生昆布 1,688 0.3 

14 9月12日 10:00 ～ 11:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 200
生昆布 300 1,688 0.3 

15 9月14日 13:00 ～ 14:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 300
生昆布 200 1,688 0.3 

16 9月16日 11:30 ～ 12:30 要谷漁港双六地区 450塩蔵ワカメ 250
生昆布 200 1,686 0.3 

17 9月21日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 1,200塩蔵ワカメ 1,685 0.7 

18 9月26日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 1,685 0.3 

19 9月29日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 450塩蔵ワカメ 1,685 0.3 

20 10月4日 13:00 ～ 14:00 要谷漁港双六地区 400塩蔵ワカメ 200
生昆布 200 1,685 0.2 

21 10月9日 9:30 ～ 10:30 要谷漁港双六地区 500生昆布 1,685 0.3 

22 10月26日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 1,685 0.3 

23 10月30日 6:30 ～ 7:30 要谷漁港双六地区 400生昆布 1,685 0.2 

24 11月4日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 1,685 0.3 

25 11月28日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 600塩蔵ワカメ 1,685 0.4 

26 11月30日 13:00 ～ 14:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 1,685 0.3 

27 12月5日 10:00 ～ 11:00 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 1,685 0.3 

28 12月8日 10:30 ～ 11:30 要谷漁港双六地区 500塩蔵ワカメ 1,685 0.3 

29 12月12日 10:30 ～ 11:30 要谷漁港双六地区 400生昆布 1,685 0.2 

30 12月15日 11:00 ～ 12:00 要谷漁港双六地区 200塩蔵ワカメ 1,685 0.1 

31 12月16日 13:30 ～ 14:30 要谷漁港双六地区 300塩蔵ワカメ100、
生昆布200 1,685 0.2 

32 12月19日 13:30 ～ 14:30 要谷漁港双六地区 200生昆布200 1,685 0.1 

33 12月22日 13:00 ～ 14:00 要谷漁港双六地区 100生昆布100 1,685 0.1 

        合 計 14,650    0.3 

※給餌場所：給餌場、防波堤先端側、防波堤基部など        

給餌の実績 

 ⑴ 期間  令和４年８月１日から令和４年１２月２２日まで 
       ※１４５日間（約２１週、５か月弱）
 ⑵ 回数 ３３回（凡そ週１から２回程度）
       ※１名で実施、所要時間：１時間程度
 ⑶ 餌の種類  塩蔵ワカメ、生コンブ
        ※加工の際に商品価値のないものを冷蔵庫で
         保管していたものを使用
 ⑷  給餌の量 １４,６５０kg （右表を参照）
                             １回の最大量：１,２００kg（９月２１日）
         １回の最少量：１００kg（１２月２２日）
         １回当り平均給餌量：４４４kg
           ウニ１kg当り給餌１回の平均数量：３００kg
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ウニ採捕状況 身入り調査場所

長部漁港へ

身入り調査

殻外径測定

殻付き重量測定

半割状況

食味状況

生殖巣重量測定

ウニ身入り調査
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調査結果の取りまとめ
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令和4年度 ウニ身入り調査結果一覧表
         

調査回数 調査日 経過日
（日目）

平均歩留り
（％） 備 考

1 7月31日 0 8.5 移植
2 8月17日 17 13.5  
3 8月23日 23 11.3 放卵が見られる
4 9月1日 31 11.1 放卵が見られる
5 9月8日 38 13.9 放卵が見られる

6 9月15日 45 12.5 約8割に放卵が見
られる

7 9月21日 51 10.9 約8割に放卵が見
られる

8 10月13日 73 7.0 放卵はほぼ終了
し生殖巣縮小

9 10月20日 80 3.0 38kg陸揚げ

10 11月15日 106目視で10月20日
と同程度

放卵がまだ確認
される

11 12月2日 124 8.4 身入り向上傾向
12 12月22日 144 4.9 道の駅にて販売
13 12月25日 147 5.3 道の駅にて販売
14 12月26日 148 5.3 道の駅にて販売
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歩留りの推移

放卵・放精に伴い下降給餌により成熟が進行

放卵・放精が終了

成熟が進行

21



畜養ウニの販売

カギ捕りの様子

殻剥きの様子
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畜養ウニの販売
殻剥きの様子
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畜養ウニの販売

１回目販売
　12月23日㈮
　生ウニ120ｇ入りパック
　14個→翌日までに完売
　1,500円で販売
　※コロナ過販売促進に付
　　1,000円割引で販売

２回目販売
　12月27日㈫
　生ウニ120ｇ入りパック
　20個→即日完売
　1,500円で販売

３回目販売
　12月28日㈬
　生ウニ120ｇ入りパック
　20個→即日完売
　1,500円で販売

　

12月23日㈮の販売の様子 12月23日㈮の販売の様子

12月28日㈬の販売の様子 12月28日㈬の販売の様子
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放流後経過確認

令和5年1月６日

物揚場堤体壁面 防波堤基部堤体壁体

※令和4年12月下旬に生ウニ販売のため殆ど水揚げしたが、５ｃｍ未満
　のウニは採捕しなかった。現時点は、密集する箇所が数か所確認される。
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放流後経過確認

令和5年1月１９日

防波堤中間部堤体壁体

ナマコ

※令和4年12月下旬に生ウニ販売のため殆ど水揚げしたが、５ｃｍ未満
　のウニは採捕しなかった。現時点は、密集する箇所が数か所確認される。
   また、防波堤基礎部や壁体部には複数のナマコが確認できる。
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放流後経過確認

令和5年1月19日

※令和4年12月11日に設置し、39日経過後の生育状況
　（葉部の長さが30ｃｍから50ｃｍまで成長している）
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貝藻くん効果調査追跡調査 令和３年12月14日設置（設置後約1年1ヶ月経過）

※今後、貝藻くん本体を陸上に引き上げ分解し、生物種の確認を行い効果の確認を行う予定(R5.4)である。

《参加機関》
　・JF全漁連、JF岩手県漁連、海洋建設㈱、JF広田湾　
      岩手県漁港漁村課、陸前高田市

➀根固方塊上：R5.1.19撮影

・表面は、ウニの個体が多い。
・海藻の着底は期待できない。

②被覆ブロック際：R5.1.19撮影

②

➀

・夏場は海藻が周囲を覆い確認が困難

35
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１ 令和４年度のウニ・ナマコ畜養事業の成果と課題について
  ⑴  成 果
   ・人工リーフのウニ密度の減少が図られた。（ウニ駆除ができた）
   ・人工リーフ内にアワビの稚貝が確認された。（震災後種苗放流を行って
    おらず、自然繁殖したものと考えられる。）
   ・ウニ開口時期以外での生ウニの販売（年末）が出来た。
    ※120ｇ入りパック54個販売、売上金額：13万5千円
   ・ナマコ種苗の特定箇所着底に係る放流方法が確立された。（貝藻くんと
    の併用放流手法）
   ⑵ 課 題
   ・移植量に対し水揚量が低調（約1割）であった。（斃死したもの、ウニが
    防波堤に沿って場外に移動したものが相当数あったと考えられる。）
   ・販売までのコストが割高であった。       
    ※R４実績見込 B/C＝売上高：13.5万円/委託料：270万円＝0.05
    ※人工リーフのウニ駆除に係る効果は算定方法の検討が必要。       

36
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２ 令和５年度以降のウニ・ナマコ畜養事業に向けて
  ⑴  ウ ニ
   ・販売時期から逆算して移植時期をあらかじめ決めて畜養を行う。
    ※カゴ捕りの漁期は通年となっているためいつでも移植は可能）
   ・ウニの場外移動の対策を講じる。（ウニフェンスの設置)※Ｒ5設置済み
   ・成熟期間を延ばすため、試験的に夜間時のLEDライト照射を行い、身入 
    り状況の確認を行う。※R7以降に実施予定
   ・定期的に身入り調査を行い、給餌量の検討を引き続き行う。また、効果
    的な給餌方法の検討を行う。
   ⑵ ナマコ
   ・双六地区に放流した種苗の生育状況を水中ドローン等により観察し、水
    揚げ時期と水揚げ方法の検討を行う。
   ・貝藻くんの設置（10基）と併用した種苗の放流を脇之沢漁港（沼田地
    区）フィッシャリーナ岸壁護岸基礎部と小友浦干潟潜堤部で行う。
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令和５年度費用分析結果
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令和６年度費用分析結果
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参考資料

これまでの費用分析結果のまとめ

・採算がとれる目安は、ウニ移植量が約１tonで、生ウニの販売量約50kg必要。

※ナマコは令和７年度に水揚げ予定で、水揚げ後に成果の考察を行う予定。

・令和４年度は市の委託事業で実施、令和５年度は事業費の９割を市が補助金を
　交付して実施した。
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